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謹啓 陽春の候、皆様ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 
 

いつも患者様をご紹介いただき、また、当院から紹介させていただいた患者様

を診ていただき、ありがとうございます。 

さて、当院主催による病診連携連絡会を別紙のとおり開催いたします。 

今回は、新生児科医からみた周産期医療のこれからについてご報告さ

せていただく予定です。 

 

今年度は私が当院に赴任してから 25年目となり、今年度いっぱいで定年とな

ります。参考までに私が当院赴任後に発表した論文を最後に挙げておきます。論

文のほとんどが先生方にご紹介いただいた患者さんを題材にしたものであり、

このように情報発信を続けてこられたのも先生方のおかげです。改めて感謝申

し上げます。 

今年度、小児科の科長が山下行雄から松崎陽平に交代となりました。松崎は新

生児が専門であり、これまでもこれからも NICU、GCU を取り仕切っていく医師

であるため、産婦人科としては非常に心強く思っています。そのため、今回は、

松崎医師からの講演を主に会を開催する予定です。 

ご出席が可能か否か、別紙次第の裏面にございます QRコード、もしくはお申

込用紙にご記入いただいたうえ FAXでお返事いただけますと幸いです。 

また、当院に対するご意見等ございましたら、遠慮なく記載いただければと存

じます。よろしくお願いいたします。 

 

ところで、先生方にお願いがあります。今年度は当院産婦人科の人員確保が十

分でなく、例年通りの診療が難しい状況となっています。つきましては、今年度

1年限りで、下記のような方針で当科を運営したいと考えています。 

 

○分娩数は例年通りに維持したいと考えています。これまで通りご紹介いた 

だけると幸いです。ただし、社会的ハイリスクなどで、週数がすすんでから

健診をはじめる症例などは、受け入れが難しい場合が多くなるかと思います。



また、無痛分娩の症例を少しずつ増やしていこうと考えています。無痛分娩

の希望者がおりましたら紹介状にお書き添えいただけると幸いです。 

 

○手術数はやや減らしたいと考えています。また、外来患者数も可能な範囲で

減らしたいと考えています。つきましては、手術の必要そうでない患者さん

などの紹介は、可能な範囲で避けていただけると幸いです。悪性腫瘍は例年

通り取り扱う予定ですし、良性であっても子宮の手術も例年通りと考えてい

ますが、付属器の良性腫瘍や円錐切除などは４か月ないしそれ以上の待機と

なるかもしれません。また、緊急手術の受け入れも基本的には難しいと考え

ております。 

 

来年度以降はまた従来通りの診療が可能になると考えています。以上、大変申

し訳ありませんが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
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令和５年度 第 1回 横浜市立市民病院産婦人科病診連携連絡会 

～新生児科医からみた周産期医療のこれから～ 

 

日時：令和５年５月 22日（月） 19：00～21：00 

会場：横浜市立市民病院管理棟４階 講堂 

 

【プログラム】 

19:00 開会・挨拶  

横浜市立市民病院 産婦人科 科長 茂田 博行 

19:05 新生児科医からみた周産期医療のこれから 

小児科 科長 松崎 陽平 

20:05  子宮筋腫の発育に関する検討について 

産婦人科 科長 茂田 博行 

20:25 全体総括 

20:55  閉会・挨拶 

21:00 終了 

※以下の単位を取得できます。会員証「JSOG カード」または「JSOGアプリ」をご持参

ください。 

※単位数が変更になる場合があります。ご了承いただけますと幸いです。 

・日本産科婦人科学会専門医参加単位 ５単位 

・日本専門医機構 参加単位 １単位、産婦人科領域講習 １単位 

・日本産婦人科医会研修参加証を発行 

・日本医師会生涯教育講座カリキュラムコード 12、15、73 

  



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ お申込欄 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

（FAXにてお申し込みの場合：045-316-6543 へご送信ください。） 

令和５年度 第 1回横浜市立市民病院産婦人科病診連携連絡会 

～新生児科医からみた周産期医療のこれから～ 

 

日時：令和５年５月 22 日（月） 19:00～21:00 

貴医療機関名：                                

お 名 前 ：                               

メールアドレス：                                

お電話番号：                                

 

以下の QRコードからもお申込いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

お申込期限 
（QR コード、FAX ともに） 

令和５年５月 16 日（火） 
9：00 まで！ 

 
 

お問い合わせ先 

横浜市立市民病院 患者総合サポートセンター 中嶋 

TEL : 045-534-3617 (地域連携直通) 

 


